
  

  

  

  

  

  

  

  

地区 № 事 業 名 実 施 団 体 名 

浜田 
1 折居駅 100 周年記念イベント 大麻地区まちづくり委員会 

2 協働の環境保全。～唐鐘川を救うのは唐鐘人だ！～ とうがねまちづくり推進委員会 

金城 

３ 環境美化推進事業 久佐地区まちづくり振興会 

4 防炎暗幕と防火スクリーン設置事業 今福まちづくり委員会 

5 雲城山登山道整備事業 雲城まちづくり委員会 

６ 波佐まるごと博物館総合案内看板等作成事業 波佐まちづくり委員会 

７ 旧小国小学校体育館通路（渡り廊下）の改善整備 小国まちづくり委員会 

旭 ８ 四つ葉ふれあい農園 今市地区まちづくり推進委員会 

三隅 ９ 岡見マップ作成事業 3年目(令和4年度採択事業) 岡見地区まちづくり推進委員会 

  

実践紹介集（令和６年度） 
浜田市まちづくり総合交付金事業（課題解決特別事業） 



事業報告書（課題解決特別事業） 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

令和 年度浜田市まちづくり総合交付金 課題解決特別事業 事業報告書 

事業名 

折居駅 100 周年記念イベント 

・事業の目的（解決を目指す課題）や見込まれる成果 

地域内外からの集客を図り、地域の活性化を目的の一つとし、将来的に大麻地域への Iターン

Uターンに繋なげ、人口減少の歯止めにしたい、第一弾として折居駅開業 100周年記念式典を開催

し今回の事業は、その第二弾として企画し、主に地域外からの集客を目的としている。 

 

 

 

 

域の人を中心に 100周年を祝った。 

今回の事業は、その第二弾として企画し、主に地域外からの集客を目的としている。 

 

・事業の概要 

・大麻地区婦人会による焼き鳥、フランクフルト等の販売 

・GaIIery＆Café「FUN」による飲食の販売 

・道の駅ゆうひパーク三隅による包み焼きピザ、わらび餅等の販売 

・大麻まちづくり推進委員会による体験コーナー(ピザ窯でピザを焼こう) 

・COMBO103によるミニライブ 

・大麻まちづくりセンターによる納涼の夕べ(灯篭の点灯・花火) 

・大麻まちづくりセンターによる折居駅と地域の歩みをイメージした映像の放映 

・来場者に記念品配布(先着 100名に配布) 

・ 事業の継続、発展に向けて今後取り組む

こと（評価を 10 に近づけるために） 

納涼の夕べ(灯篭の点灯・花火等)は、来年度以

降も継続開催するものであり、規模は縮小する

ことになるが、今回のイベントで関係機関との

信頼関係も構築できたことにより、今後お互い

連携し地域内外からの集客を図り、地域の活性

化を目的の一つとし、将来的に大麻地域への I

ターン U ターンに繋なげ、人口減少の歯止めに

したい。 

 

 

 

 

 

・ 課題の解決度合（10 段階の自己評価） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9  10 

       〇   

上記評価の理由 
・来場者数 200 人以上(JR 利用者数約 40 人) 
・来場者の方にイベントを楽しんで頂き、当地区
の良さを知って頂くことが出来た。 

・地域の方にイベントスタッフを募り 3 名参加。
スタッフ及び関係機関ともに盛況で良かった
と評価頂いた。イベントの目標は概ね達成で
きたが、本来の事業目的の達成は、今後の取
組による。 

Ｐ 

Ｄ 

C A 

 

申請団体名：大麻地区まちづくり推進委員会 

事業費（予算額）： 370,000 円（まちづくり総合交付金課題解決特別事業：310,000 円） 

〔 6年度採択分〕 



事業報告書 
（課題解決特別事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

令和６年度浜田市まちづくり総合交付金 課題解決特別事業 事業報告書 

事業名 

課題解決特別事業 協働の環境保全 唐鐘川を救うのは唐鐘人だ 

・事業の目的（解決を目指す課題）や見込まれる成果 

・ 唐鐘川の劣悪な環境は唐鐘地区住民の生活環境における最上位課題の解決。 

・ 住民自らが環境保全への対策を施すことにより町に対する協働意識の醸成。 

・ 地域課題解決の方法を次世代へ伝え、模範となるために行う事業。 

 

・事業の概要 

・ 唐鐘地区全住民を対象とした町民アンケート結果の生活環境における最も解決すべき課題

であがった唐鐘川の環境改善を最上位課題と捉え、住民主体の課題解決策を実施する。 

・ 中国電力が開発し水質浄化作用が認められた部材「Hiビーズ」の 埋設を行う。 

・ 地区住民で構成された有償ボランティア組織「環境保全係」を中心に有償ボランティアを募り

作業を行う。 

・ 唐鐘地区住民へも周知を図り多くの人員との共同作業を通じたつながりづくりの機会をつく

り新たな形のまちづくりの手法とする。 

・ 事業の継続、発展に向けて今後取り組む

こと（評価を 10 に近づけるために） 

・ 住民の参画意識醸成のため、情報発信、周

知方法を強化する必要が考えられる。 

Facebook、Instagram 等の SNS を活

用した周知方法を取り入れたい。 

 

 

 

・ 課題の解決度合（10 段階の自己評価） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9  10 

   〇       

・上記評価の理由 

・ 2カ年計画の事業であり１年目であること 

・ 計画より住民の参画意識が高まっていな

いと感じられること。 

・ 作業へ参加する委員の意欲が高いこと踏

まえ 10/５段階半分の中の 4 とした。 

Ｐ 

Ｄ 

C A 

 

とうがねまちづくり推進委員会 

事業費（予算額）： 989,240 円（まちづくり総合交付金課題解決特別事業：989,240 円） 

〔令和 6年度採択分〕 





事業報告書 
（課題解決特別事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

令和 6年度浜田市まちづくり総合交付金 課題解決特別事業 事業報告書 

事業名 

防炎暗幕と防炎スクリーン設置事業 

・事業の目的（解決を目指す課題）や見込まれる成果 

今福地区では、住民によるサロンや教室・サークル活動が活発に行われているが、記録された

動画や写真を見ての課題の検証や研修において、スクリーンや暗幕が無いため、視聴するのに、

会員や地域住民は、非常に不自由な環境にある。以上の事由から、第二研修室に「プロジェク

タースクリーン」と「防炎暗幕」を備えて、会員や地域住民が何時でも簡単に視聴できるよう

にしたい。 

第二研修室は、サークル活動や研修会、子どもの学習指導には、規模的に良く、防炎暗幕と防

炎スクリーンを備える事で、相乗効果が高まり、多くの来館者と使用頻度が増大する。 

 

・事業の概要 

第二研修室に防炎暗幕と防炎スクリーンを設置して、パワーポイントと動画によって、今

福まちづくりセンターが実施する人権研修等の各種研修会や運営推進委員会議、今福まちづく

り委員会の活動報告と検証、今福地区自主防災会の振り返り研修、各サークルやサロン及び今

福小学校茶道クラブへ指導研修、また、島根県立大生による夏休み学習会での教育指導等を行

なう。 

・ 事業の継続、発展に向けて今後取り組む

こと（評価を 10に近づけるために） 

非常に住民の皆さんに喜んで頂いたので、

今後は、もっと幅広い年代が、研修やサロン

に、活発に利用出来るようにして行きたい。 

・ 課題の解決度合（10段階の自己評価） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9  10 

        〇  

・上記評価の理由 

 設置と同時に、研修やサークル活動の報告検

証に多くの住民が利用参加して、研修等の幅が

広がった。 

Ｐ 

Ｄ 

C A 

                    

申請団体名：今福まちづくり委員会 

事業費（予算額）： 498,300円（まちづくり総合交付金課題解決特別事業：  498,300円） 

  

〔  令和 6年度採択分〕 

防炎スクリーン 防炎暗幕 







事業報告書 
（課題解決特別事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

令和６年度浜田市まちづくり総合交付金 課題解決特別事業 事業報告書 

事業名 旧小国小学校体育館通路（渡り廊下）の改善整備 

・事業の目的（解決を目指す課題）や見込まれる成果 

旧小国小学校体育館は、これまで地域の各種行事で活用する際、隣接する小国まちづくりセンタ

ーから備品等を運搬する必要があったため、段差のある連絡通路（渡り廊下）では机や椅子、放送

設備など重量のある備品の運搬が課題であり、両会場を往来する事業では高齢者にとって階段を使

った移動はとても不便でした。 

渡り廊下をスロープに改修することで、小国まちづくり委員会等が行う活動の利便性向上、安全

面の確保が図られるため、これまでの活動を安心して継続することができます。 

 

・事業の概要 

旧小国小学校体育館渡り廊下の階段をスロープに整備する。 

 

・事業の継続、発展に向けて今後取り組むこと

（評価を 10に近づけるために） 

全ての壁がふさがっていない形状であること

から、雨や雪が入る可能性も考慮し、今後も安心

して利用できるよう 1 年を通して経過を観察し

ます。 

両会場を活用した新しい事業を展開し施設の

有効活用を図ります。 

・課題の解決度合（10 段階の自己評価）

1 2 3 4 5 6 7 8 9  10 

        ○  

・上記評価の理由 

まちづくりセンターと体育館の往来に階段が

無くなったことから、利用者の利便性も向上し、

住民の多くの方が喜んでくださいました。 

少し傾斜があるため、滑らないよう追加で滑

り止めシートを張り付けた。 

 

Ｐ 

Ｄ 

C A 

 

申請団体名：小国まちづくり委員会 

事業費（予算額）：346,900円（まちづくり総合交付金課題解決特別事業：346,900円） 

〔令和６年度採択分〕 






